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標記の意見募集につきまして、下記の意見を提出させていただきます。 

 

記 

 

今般、薬剤師による服薬指導について、情報通信技術を利用した遠隔による服薬

指導を可能とする道が開かれたことは、大変重要な進展であると考えております。 

オンライン服薬指導が国民にとって利用しやすい制度となれば、オンライン診療も含

めた一貫したオンラインにおける医療が実現され、国民の健康増進が図られることに

なると考えられます。例えば、地方において移動手段が乏しく薬局に訪問することが

困難な高齢者、都市においても多忙で薬局に行く時間をとることが難しいワーキング

マザーなどにとって、有意義な制度となると考えられます。オンライン服薬指導は、こ

のように薬へのニーズはあるもののアクセスが容易ではない患者に、新たに薬を提

供することを可能とするものであると考えられます。また、プライバシーを保ちたい患

者にとっては、混雑した薬局内よりも、オンラインによる服薬指導の方がプライバシー

が保護されることになります。そのため、オンライン服薬指導のルールの設計に際し

ては、需要者である患者の視点に立ち、患者にとって有用な制度とすることが重要で

あると考えます。医薬品の使用による保健衛生上の危害の発生を防止することは当

然ではありますが、患者にとって利用しやすいルール設計を行っていくことも必要で

あると考えております。 

このような観点から、以下の意見を提出させていただきます。 



 

 

 

「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行規則

等の一部を改正する省令案(仮称)の概要」に関する意見 

 

１． ２（１）①について 

本要件により、オンライン服薬指導の対象となる場面が、オンライン診療又は訪問

診療において交付された処方箋により調剤された薬剤を販売又は授与される場合

に限定されています。しかし、これら以外の場合、すなわち患者の居宅以外で医師

による対面診療を受けた場合であっても、薬局が病院の近辺に存在しない場合や、

薬局に立ち寄って薬を受け取る時間がない場合など、患者にとってオンライン服薬

指導が必要となる場面が考えられます。また、医師が患者の居宅以外で対面診療

を行った後に薬剤師がオンライン服薬指導を行う場合でも、医師がオンライン診療

又は訪問診療を行った後に薬剤師がオンライン服薬指導を行う場合でも、薬剤師の

オンライン服薬指導による保健衛生上の危害が発生する可能性は変わらないもの

と考えられます。 

そのため、オンライン診療又は訪問診療を経た場合に限定するのではなく、患者

の居宅以外で医師が対面診療を行った場合を含め、広くオンライン服薬指導の対

象とすべきであると考えます。 

また、訪問診療を経た場合については、「薬剤を使用しようとする者の居宅等にお

いて、医師又は歯科医師が当該薬剤師との継続的な連携の下に行うものに限る。」

との限定が付されており、施行通知（仮称）の要旨において具体的な要件が記載さ

れています。しかし、事前に、処方医等及び薬剤師が一定の期間にわたり訪問診療

や薬学的管理を連携して実施しているといった制約があると、訪問診療の場合にオ

ンライン服薬指導が利用できる場合も大きく限定されます。そのため、継続的な連

携という要件は設けないこととすべきと考えます。 

 

２． ２（１）②について 

本要件では、「あらかじめ、対面により、薬剤を使用とする者に対して服薬指導を行

わせている場合」とされており、初回が対面であることが必須要件とされております。

しかし、薬剤師による服薬指導には、対面を要さない場面もあると考えられます。服

薬指導は、基本的には、薬の服用時間・回数・量など情報や、使用方法、保管方法、

副作用や注意すべき飲み合わせ等の情報を提供するものですが、こうした情報提供



 

 

はオンラインでも対面と変わらずに行うことができると考えられます。実際、国家戦略

特区においてオンライン服薬指導を行った薬局の薬剤師は、画面越しの服薬指導に

ついて、通常と変わらない指導ができたと評価されております。 

近隣に薬局が存在しない地域の住民や、薬局に行くこと自体が簡単ではない高齢

者等、薬局への物理的アクセスが難しい患者については、初回の対面指導を受ける

ことすらハードルが高い状況にあります。また、薬局内での対面指導よりも、患者が

自宅においてクローズな環境での 1:1 でオンライン服薬指導を行う方が、患者のプラ

イバシー確保にも資するというメリットもあります。 

また、処方された薬が特殊な使用方法が求められるものかどうか、飲み合わせに特

に気を付けるべきリスクのある薬かどうかといった観点から、初回の対面が必要とは

言い難い薬もあると考えられます。加えて、昨今では昨今、スマートフォンやタブレット

端末が容易に入手できること、4G（2020 年には 5G）など通信技術の発達により、オン

ラインであっても対面とほぼ変わらない状況でコミュニケーションを図ることができるよ

うになっております。 

そのため、あらゆるケースにおいて初回対面を必須とするのではなく、オンラインで

の指導であっても安全性の確保に支障がない服薬指導については、初回対面の要

件が除外されるべきであると考えます。  

また、今回の省令の概要案及び施行通知案では服薬指導計画の媒体（書面か PDF

等の電子媒体も可能かなど）の要件は記載されていませんが、初回対面が不要な場

合においては、服薬指導計画はオンラインにより患者から同意を得て策定することも

可能としていただきたいと考えます。 

 

「オンライン服薬指導に関する施行通知(仮称)の要旨」に関する意見 

１ ２（１）①について 

「原則として、初回は直接の対面による服薬指導を行い、その後も同一の薬剤師か

直接の対面による服薬指導を適切に組み合わせて行うこと。ただし、やむを得ない場

合には、当該患者に対面服薬指導を行ったことのある当該薬局の薬剤師が当該薬

剤師と連携して行うことは妨げないこと。」とされており、オンライン服薬指導を行うこ

とのできる薬剤師は、代理の薬剤師であっても、当該患者に対面服薬指導を行ったこ

とがあることが要件とされています。しかし、薬剤師が不在にしている場合など、薬局

において当該患者に対して対面服薬指導を行ったことのある薬剤師が対応できない

場面も多く存在すると考えられ、対象となる薬剤師をこのように限定すると患者に対



 

 

する適時適切な指導をできない可能性が生じると考えられます。また、当該患者に対

して対面服薬指導を行ったことのない薬剤師であっても、当該患者に関する服薬状

況の情報を薬剤師間で連携したり、電子のお薬手帳を活用することなどにより、問題

なくオンライン服薬指導を行うことも可能であると考えられます。 

そのため、十分な引継ぎを行うこと等の一定の要件の下で、当該患者に対して対面

服薬指導を行ったことのない薬剤師も、オンライン服薬指導をできるようにすべきであ

ると考えます。なお、「オンライン診療の適切な実施に関する指針」においても、患者

の同意や診療録記載を含む十分な引継ぎを前提に、病欠や勤務変更などの場合に

代診医がオンライン診療を行うことも認められており、この場合の代診医は直接の対

面診療を行ったことのある医師には限定されないと認識しております。 

また、同一の薬局における薬剤師だけではリソースが限られている等の理由により

適時に患者に対応できない場面も考えられるため、対面服薬指導を行った薬剤師が

所属する薬局の薬剤師のみならず、情報連携等の一定の要件を満たす他の薬局の

薬剤師がオンライン服薬指導を行うことも可能とすべきであると考えます。 

加えて、患者の利便性を考慮した場合、他の薬剤師による対応が認められる場面を

「やむを得ない場合」に限定するのではなく、当該薬剤師が病欠や勤務の変更等によ

り不在にしており対応できない場面を広く対象とすべきであると考えます。従って、「た

だし、やむを得ない場合には、当該患者に対面服薬指導を行ったことのある当該薬

局の薬剤師が当該薬剤師と連携して行うことは妨げないこと。」については、「ただし、

当該薬剤師が病欠や勤務の変更などにより対応できない場合には、患者の同意を得

たうえで、十分な引き継ぎを行っていれば、他の薬剤師が実施することとして差し支え

ない」と修正すべきであると考えます。 

 

２ ２（２）①及び②について 

 前述のとおり、一定の要件の下で初回対面の例外を設けるべきであると考えます。 

 そのため、２（２）①の「薬局開設者は、当該薬局の薬剤師に、同一内容又はこれに

準じる内容の処方箋により調剤された薬剤について直接の対面による服薬指導を行

ったことがある場合に、オンライン服薬指導を行わせること。」、「オンライン服薬指導

に係る薬剤は、当該薬局において当該患者に調剤し、服薬指導したことのあるもので

あること」、また、２（２）②の「①の薬剤について直接の対面による服薬指導を行った

ことのある患者に対してオンライン服薬指導を行わせること」との記載については、初

回対面の例外を設けることに伴い、修正していただきたいと考えます。 



 

 

 

３ 調剤報酬点数について 

 今回のパブリックコメントの対象外ではありますが、調剤報酬点数については中央

社会保険医療協議会総会（第４４３回など）において議論されているものと認識してお

ります。調剤報酬点数においては、少なくとも今回の省令の概要案及び施行通知案

によるルール以上に制約的な要件が課せられないようにしていただきたいと考えま

す。 

 

以上 

 


